
市の北恵中央線が通ると,甲州街道沿V,は衰退傾向に入った｡ しかし間もたく下河原韻の設思qcよ

9府中に大=場が立地し,大正時代Uc入り京王線が数かれ ると,叉新しV'発展を見せるようvcなっ

た｡この頃よD東京自身の人口は急増し,関東大桑災後に山手環状線外qc伸びはじめた住宅化の進

展ucよ9･電茸もスピー ド缶速め,通勤電革としての性格を持つようになってきた｡叉昭和初期に

誘致された娯楽施設 ･工場等は,日本の産業の飛躍的発展の施果もたらされたもので,この期が丁

度二市にとって,都市施設整備期昭怒ったわけで,都市としての発展の基碇をつくった｡戦後は煎

開人口,産業回額とともに,ニ市の発展がもたらされたが.特に昭和50年以後qcは,東京都心と

の結びつきが崇密vc怒D,東京を母市とする西郊住宅地として発~展するようになった｡これは東

京への過度の人口集中,資本主義的経済の繁栄,都内の地価の高騰,電卓のスピー小･7,ブvcよ9,

郡内からの流入人口が数増した結果,小地主群が発生し,小規模な住宅が急増した｡

こうして母市東京に依存する通勤住宅地としての変化を見せたわけで,又近年の大食本ucよる団

地 E･集団住宅地の増加はぜすますこの傾向を強めてvlる｡ つま950年以後の二市の発展は,それ

までの二市史中心とした発展とvlう性格が無 くな9,東京の住宅衛星都市として大都市圏栗京の申

I:/C完全qrまきこilれてか9,東京西郊に位置する二笛の地域の性格はここVC特徴的な変化を遂げた

ことになる｡そして現在Ucふける二市の都市構造は,交通｡住宅 ･商工業ともVC都市的発展な反映

してtJlるOそしですでVC住宅都市としての当面の都市間題をかかえでvlるが,複雑夜間粍がからみ,

問題雛決は容易で夜V'｡又都市計画は将来の予想にもとづく計画では夜く,悪化した現状に対する

対策でしかない｡しかし,地域の様相はそれらと共になお変化しつづけ,都市の複合化,高次の都

市的発展へと続vlてい くであろうと思われるo

防 府 市 に お け る

干拓地の地理学的研究

小 倉 晃 子=

調査地域は山口県の瀬戸内海周防灘沿岸地域のほぼ中央qc位置してV,る防府市にある干拓地であ

るo

論文東雲約すると次のようvC茂る｡

糾 章 干拓地の築立と歴史的苑達

薄の財政事情倉直接の賓因とした毛利藩の新田開発政策のもとに,水田･塩田の開発色白的とし

て近憧以降約280年の間に 1.600haの干拓地が防府に於い て形成された｡地形的には当時島
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であった田畠山 ｡同島を換地化させ,現在の防府平野の約 1/2の面積缶占めるQC至 った｡その間,

盛業 甘塩業の2つの産業活動が行われ このなかでも塩英は毛利市内のみ怒らず,溜戸内塩業の夜

かでも大 き夜役割を占め,近世の間qc非常を発展をしたO

節2章 土地利用の変化

明治以降も虚業用地 ｡塩臼の2っの土地利用は続き,農業 む塩業の産業活動が行なわれてvlた｡

しかし,昭和 8年をもって=菜用地が出現して以来,多くの土地利用変化が生 じたO最 も大き夜変

化は塩業国策上の理由から昭和 54年缶もって全く塩田が消滅してし壇っことであったOそのため

-時広大な塩田跡地が全く塵活動地域として残存したが,その後昭和59年Lて防府市が周南地区工

業整備特別地域に指定されて以来,塩臼跳 出の工業剛 封ヒの計蕗がなされ.一応の落着き缶得るこ

とができた0-万 .盛業用地も飛行場 a=業用地,さらに農近では宅地へと転地され,面還的に大

巾vc浜少した｡叉築立完成後 10G年恵経た現在,再び新らたTz干拓地が出現 したという土地利用

上TZ大き75:変化もあったOこのような変化缶経た現在では農業用地 ｡=業用地の2つが主を土地利

用と75:ってお9,この2っの土地の止だ農業 ｡工業の2つの産業活動が行われている｡

i755章 干:;石地上で行なわれていT)露盤

農業:根菜用地は築立以来の伝統から殆んど閏として利用されてかD,農業用水にも恵まれ,表

作qc水稲忠盛作に表象栽培する米麦中心の作付利用状況缶示し,良家は水稲中心の農業経営を行な

っでV,7,｡しかし1戸あたPの経営耕地規模渦小とL,lう致命的悪条件のため良薬収入は非常に少 く

実際には兼業の方へ虚家の労働力の重点が行ってお9,農業は飯米確保を目的としている｡なお昭

和 41年 042年Uc完成した干拓地UEかvlては,新たを農地缶基盤とした農業構造の改善と経営規二

校の拡大によD,付近地域の頗英経済の安定缶図ること女郎 勺とした農業活動が昭和45年から行

われようとしている｡

工業 :工業は現在のところは三田尻湾岸を中心とした臨海立地状況を示し,全ての工場の業種は

化学とTZってvlる｡もっとも瀬戸内=業地域の-=英地区としての位置缶占めてvlるとはvlえ.敬

近の他の瀬戸内工業地域のよう改大規模な重化学工業化C)現象は生 じてはおらず,防府軽工業地区

としてまとまってしまっておD,工業化は遅れてvlるといえるoLかし周南地区=業整備特別地域

に指定されて以来,大規模夜=業開発の計画が本地域の臨海地及び海上缶めぐって覆されてお9,

これからの工業開発に大いVC期待がかけられてvl50以上のことから,これから本地城は工業地域

として発展 してい くことは明らかであると思われるO 従って,今後,本地域vc或卓九でいる問題は

地域住民の生活安定を考えた上で,工芸開発缶如何に進めてvlくかとvlうことであると思う｡
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